
抄 録 (ABSTRACT)

T.NoMURA and T.YAMADA:Crystallinity

ChangeintheGrowingStageoflhmboo

(Phullostachusmltis),WoodResearch,57,23

(1974).

野村隆我,山田 正 :モウソウテクの生長過程にお

ける結昌化度の変化

X線回折により生長しつつあるモウソウ竹の繊維

の結晶化度の変化についてしらべた結果,次のよう

なことが明らかになった｡最初,非品性の状態で生

じた繊維は生長するにつれ結晶化が増し,配向性も

よくなる｡そして節間生長が終ると同時に結晶化度

ははば一定になる｡ (木材物理部門)

野村隆哉 :竹の生長について,竹,13,13(1974).

モウソウチクの発筒から成竹になるまでの生成段

階での竹繊維中のセルロースの結晶化度の変化が節

間生長に密接に関連していること,また伸長生長し

つつあるタケノコでは細胞分裂の最も著しい部分に

チロシンが多量に存在すること,また物性の変化に

ついては,縦引張ヤング率は3年生の竹までは上昇

し以後一定となること等を総括的に論じた｡

(木材物理部門)

前川英一 :植物細胞壁多糖の抽出剤としてのジメチ

ルスルホキシドの効果,農化,48(1),75(1974).

水, DMSO (ジメチルスルホキシド),アルカリ

溶液をたけのこ(調製粉末)の多糖類の抽出溶剤とし

て用いて比較した｡抽出の際に混入したデンプン質

やタンパク質はα-アミラーゼおよびタンパク分解酵

素プロテアーゼで酵素分解によって除去した｡かく

してえたデンプン質以外の水溶性多糖類の収量と性

質をたがいに比較検討した｡ その結果,DMSOが

緩和な条件のもとで水を用いるよりも高い収率で水

溶性多糖類を与えることを認めた｡ そして DMSO

が植物細胞壁の多糖類の抽出剤として有効であるこ

とを指摘した｡ (木材化学部門)

E.MAEKAWA and K.KITAO:TheStructure

ofanArabinogalactanIsolatedfrom Bam-

booSh･oot,Agr.Biol.Chem.,38(1),227(1974).

前川英一,北尾弘一郎 :たけのこから単離したアラ

ビノガラクタンの構造

たけのこから単離し,分別してえたデンプン質以

外の水溶性多糖類の構造を明らかにするためにメチ

ル化分析,スミス分解法によって調べた｡それらの

生成物は主としてガスクロマ トグラフィーによって

確認した｡その結果,それらの多糖類の中でアラビ

ノガラクタンが 1-3結合したβ-D-ガラクトピラノ

ース鎖からなる構造に側鎖としてアラビノ-スが結

合するという証拠を実験的に示した｡

(木材化学部門)

A.ENOKIand K.KITAO:AutoxidatiorLOf

ResinAcids.I, MokuzaiGakkaishi,20,342

(1974).

校 章郎,北尾弘一郎 :樹脂酸の自動酎 ヒ Ⅰ.

日光と大気のもとで,methylpalustrateの自動

酸化について検討した｡反応物から三つの成分を分

離し,それらをそれぞれ,methy18α,9α;13α,14

α-diepoxyabietan-18-°ate,methy18β,9β;13β,

14β-diepoxyabietan-18-°ate, methyldehydroa-

bietateと同定した｡それらに加えて,methy19α,

13α-peroxyabiet-8,14-en-18-°ate,methy19β,13β-

peroxyabiet-8,14-en-18-oateが光酸化の反応の初

期段階にみられた｡これらの過酸化物は日光にさら

すと diepoxidesに変化した｡ (木材化学部門)

A.ENOKIand K.KITAO:Au.toxibation of

ResinAcids･ⅠⅠ･,MokuzaiGakkaishi,20,600

(1974).

校 章郎,北尾弘一郎 :樹脂酸の自動酸化 Ⅱ.

日光と大気のもとで,methyllevopimarateの自

動酸化について検討した｡反応物から7つの成分を

分離し,それらをそれぞれ,methy18α,14-α-epoxy-

12-0Xoabietanl18-°ate(1),methyl12α,13α;8α,

14α-diepoxyabietan-18-°ate(2), methy18α-hy-
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droxy-12-oXoabiet-13-en-18-°ate(3), methyl12

α-hydroxyabietate(4),methyldehydroabieLate

(5), methy18α,14α-epoxyabiet･8,14･en･18-°ate

(6),methylphotolevopimarate(7)と同定した｡

それらに加えて,methy18α,12α-peroxyabiet-13-

en-18-oateが光酸化の反応の初期段階にえられた｡

この過酸化物は 日光にさらすと化合物 (1),(2),

(3)に変化した｡ (木材化学部門)

T.IKEDA and K.KITAO: Terpenoidsfrom

DIpteroca7'pusgracilis.II.,MokuzalGakkai-

shi20,460(1974).

池田俊弥,北尾弘一郎 ･.DiPterocarbusgracilis

のテルペン物質

DiPterocarPusgracilis の主要成分として,ダ

ソマラン骨格を持つ graCilol-A,旦 -C と命名した

3種のトリテルペンを単離した｡gracilol-A,旦 -C

の構造は,それぞれ, 25--イドロキシ-ダンマー

ルー20(22)-エソ-3-オン,20,25-ジヒドロキシ-ダ

ンマールー3-オンならびに3β,25-ジヒドロキシ-ダ

ソマランであり,dipterocarpolからの部分合成と

各種分光機器より証明した｡ (木材化学部門)

T.IKEDA andK.KITAO:ApplicationofNMR

ShiftReagentinDetermlnlngtheStructure

ofTriterpenes, MokuzaiGakkaishi,20,592

(1974).

池田俊弥,北尾弘一郎 :トリテルペンの構造決定に

おけるNMRシフト剤の応用

シフト剤 Eu(DPM)3を使用して α-アミリン系

のトリテルペンのNMRスペクトルを研究した｡5

つめ化合物 (α-アミリン,α-アミリンアセテート,

ウルソール酸メチルエステル,ウルソール酸メチル

エステルアセテ-ト,ウルソール酸メチルエステル

トリフロロアセテート)のメチル基共鳴の同定をし

た｡2官能 トリテルペンの擬コンタクトシフトが,

相応する2つの単官能化合物の擬コンタクトシフト

の和として計算できることを確かめた｡

(木材化学部門)

西本孝一,三輪一迫,伊井芳郎,津田正文 :野積み

中におけるチップの劣化防止,第 1報 国内産広葉

録

樹チップ,紙パ技協誌,28,417(1974).

約 1,000トンの国内産広葉樹混合チップを2カ月

間野積みして,チップ劣化防止の基礎的な知見を得

るとともに,劣化防止に対する薬品の効果もあわせ

て実験した｡

2カ月経過後,重量減少率は無処理 区表層部で

3.1-3.8%,中心部で1.9-3.9%,下部で1.0-2.9

%であった｡パルプ諸強度については,顕著な低下

は認められなかった｡ (木材生物部門)

西本孝一,高橋旨象 秋野精也,淀村勝哉,津田正

文 :同 第2報 チップハンドリング時点での微生

物の変遷,紙パ技協誌,28,486(1974).

NewZealand Pinechip (Pinusradiate,P.

Ponderosa,P･Pinaster,P.nigraの混合チップ)

を用いて, ①chipping(ニュージ-ランド),㊨

loading(ニ才一ジランド),③unloading(日本,

清水)の3時点について,連続して同一チップから

サンプリングし,微生物の分離と同定をおこなった｡

また,-ツチ内部の酸素と温度上昇についても調べ

た｡その結果,(1)密閉さえおこなえれば特別の方

法を講じることなく,パイル内部の酸素濃度を低下

させ,炭酸ガス濃度を高められる,(2)(1)のよう

な状態下では温度の上昇は認められない,(3)チッ

プへの微生物の付着は,予想以上にチッピング初期

に起り,チッピング直後の殺菌の必要性を示唆して

いる,(4)酸素濃度の減少は微生物の生育を抑制し,

密閉-ッチ内部では菌は非常に少ない,ことが明ら

かになった｡ (木材生物部門)

西本孝一,秋野精也,筒井 功,淀村勝哉,津田正

文 :同 第3報 酸素Lや断による劣化防止,紙パ

技協誌,28,534(1974).

第2報で実験に供したチップを用いて,500トン

の大ノミイルと10トンの小パイルを構築し,どこ-ル

シートで覆い,④チップ劣化に対しての炭酸ガスの

影響 (酸素Lや断),④チップの劣化率,③小パイ

ルによるシュミレーション,④薬斉恥こよる劣化防止,

についての基礎的な知見を得ることを目的とした｡

炭酸ガスによる劣化防止は可能であり,ガス濃度

5%以上で効果があった｡NewZealandPinechip
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の野積みによる劣化は3カ月で3-4%に達する｡

水分率が65%を越えると劣化が少ない｡薬剤の効果

は認められたが,実用上ではいくつかの問題点があ

る｡小パイルは大パイルより温度が 15-20oC低く,

劣化も少ない｡それゆえ完全なシュミレーションは

期待できないが,傾向を知るには十分である｡

(木材生物部門)

西本孝一 :合板の防腐-とくに単板処理について-,

木材工業,29,509(1974).

各種の防腐剤で浸漬処理した単板 (ラワン材)で

3プライ合板を作製し,接着力と防腐効力を調べ

た｡接着剤としてフェ/-ル樹脂を用いた方が,メ

ラミン樹脂より若干防腐性能が高かった｡腐朽後の

接着力は,防腐効力値と必ずしも比例しなかった｡

フェノール樹脂接着剤では,防腐効力があり接着力

も低下しない薬剤が半数近くあったが,メラミン樹

脂接着剤の場合はほとんど全部の薬剤で接着力が低

下した｡これはおそらく接着条件によるもので.揺

着条件を検討すればメラミン樹脂でも接着力が低下

しない可能性があろう｡ (木材生物部門)

高橋旨象 :建築用主要樹種の耐犠牲,木材工業,29,

500(1974).

多くの研究例から,木材の耐蟻性はシロアリ,木

材,両者のおかれた環境のそれぞれに含まれる多く

の因子で構成される不安定なバランスの表現である

ことを強調した｡したがって,ある国で耐蟻性が高

いといわれている木材を,分布するシロアリのタイ

プや種類のことなる他の国で使用しても,同じ評価

が得られるとほ限らないし,同じシロアリと同じ木

材であっても,木材の使用されている状態や周囲の

環掛 こよって,耐蟻性の評価がことなってくること

もある｡また,古くから分布しているシロアリに対

して発揮した高い耐蟻性が,新たに侵入してきた別

のシロアリには通用しない場合も起り得る｡

(木材生物部門)

H.MATSUOandK.NISHTMOTO:Responseof

theTermiteCoptotermesformoSanuS(Shi-

raki)toExtractFractionsfrom Fungus-

infectedWoodandFungusMycelium,Mate-

rialundOrganismen,9,225(1974).

松尾治夫,西本孝一 :腐朽材および腐朽菌の抽出物

に対するイエシロアリの感応について

アカマツを7種の褐色腐朽菌によりそれぞれ腐朽

させ,これらのエーテル抽出物の,イ-シロアリに

対する道しるべ活性を調べた｡オオウズラタケ,ホ

ウロクタケ,キチリメソタケ,ナミダタケにより腐

朽された材のエーテル抽出液は道しるべ活性を示し

た｡しかし,イドタケ,マツオウジの場合は,むし

ろ忌避性を示すように思われた｡キカイガラタケで

は活性を示さなかった｡7種の腐朽菌自体の--チ

ル抽出物に対しても同様に道しるべ活性を調べたと

ころ,上記の腐朽材の場合と全く同じ結果を得た｡

また,特にナミダタケについては,多量の木粉を材

料にして4カ月間この菌にて腐朽させたものを,ペ

ンタン,エーテル,メタノールで順次抽出したが,

このうち前2着の中性フラクションに道しるべ活性

があった｡これらを調製用薄層クロマ トグラフィー

により5種のサブフラクションに分けると,ペンタ

ン関係では No12と N0.4の,エーテル関係では

N0.2のサブフラクションが道しるべ活性を示した｡

それゆえ,この道しるべ物質とは,2ないしそれ以

上の活性成分から成り,ペンタン可溶の中性物質で

あり,-キサソーエーテル (11･1)を使えば薄層

クロマトグラフィーにて分画しうるものであるO

(木材生物部門)

T.ITOH:FineStrtlctureoftheMembranes

and Organelles in Parenchyma Cells of

Poplar ShootObservedbyFreezeEtching

Technique,WoodResearch,No.57,31(1974).

伊東隆夫 :フリーズエッチング法でみたポプラ柔細

胞の原形質膜および細胞小器官の微細構造

原形質膜や液胞膜,そして小胞体,ゴルジ体,ミ

トコンドリア,プラスチド,核などの膜の表面構造

をプリ-ズエッチング法で調べた｡

すべての膜の凸面ならびに凹面に直径が約 110A

の顎粒が認められた｡原形質膜の凸面は凹面よりも

畢粒が多く存在したが液胞膜と小胞体やゴルジ体の

膜の凸面は凹非よりも穎粒が少なかった｡また2重

膜を有するミトコンドリア,プラスチド,核の膜の
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凸面を調べると内膜よりも外膜における方が新粒は

少なかった｡しかし核膜の凹面では内膜よりも外膜

における方が斯粒は多かった｡

デンプン粒の上にて同様な薪粒が認められた｡ま

た,仁はこれら暫粒の密集した部分として見分けら

れた｡

これら額粒が細胞小器官のすべての膜表面に認め

られることから,原形質膜上の新粒だけが ミクロフ

ィブリルの合成ならびに配向と関係するという考え

は受け入れ難い｡ (木材生物部門)

T.ITOH:FineStructureofSecondaryWall

ThickerLingand aRoleofMicrotubulesin

Primary Xylem Cel)s of Poplar, Wood

Research,No.57,48(1974).

伊東隆夫 :ポプラ一次木部の二次壁肥厚の微細構造

と微小管の役割

ポプラ一次木部の発達段階における2次壁肥厚と

細胞質の構成を切片法およびフリーズエッチング法

で調べた｡

微小管は一次木部細胞の発達を通してラセン肥厚

部にのみ見られ,肥厚していないところには見られ

なかった｡また微小管の配向は肥厚部のミクロフィ

ブリルの配向と一致した｡一次木部細胞の原形質膜

類粒は,これと類似の暫粒がすべての細胞小器官を

通じてみられかつ肥厚部分,肥厚していない部分を

問わず,原形質膜上に均一にしかもランダムに分布

していたので,二次壁のミクロフィブリルの合成や

配向に関係がないと考えられた｡ここに微小管はミ

クロフィブリルの配向を決定する唯一の細胞小器官

であろう｡

微小管の出現位置とその配列がゴルジ小胞の出現

位置とその配列に一致していたので細胞壁形成にお

いて両者が互いに関達し合っていると考えられた｡

微小管は細胞壁の決められた場所へゴルジ小胞を運

搬するために何らかの役割を担っているのであろ

う｡ (木材生物部門)

T･ITOH:Application ofFreezeEtching

Technique forInvestigatingMicro丘brillar

OrganizationofParenchymaCellWallsin

HigherPlants,woodResearch,No･58,(1975).

録

伊東隆夫 :柔細胞壁のミクロフィブリルの構成を研

究するためのフリーズエッチング法の応用

皮層柔細胞のような柔かい細胞壁のミクロフィブ

リルの構成を調べるのに71)-ズエッチング法を応

用した｡

既往のレプリカ法に比べてきわめて配向性のよい

ミクロフィブリルを示すと共に,細胞壁構造が細胞

質や原形質膜とどのような立体的な位置関係にある

のかを示す｡さらにラメラが複雑に重なり合った細

胞壁において各ラメラに固有のミクロフィブリルの

配列方向を正確に示す｡

このように,フリーズエッチング法は既往のレプ

リカ法を含む試料処理法よりもより自然に近い状態

でのミクロフィブリルの構成を調べるのに適してい

る｡

Y.NAKAMURA,H.FUsHIKIandT.HIGUCHI:

Metabolic Ditterences between Gymno-

spermsandAngiospermsintIleFormation

ofSyringyli.ignin,Phytochemistry,13,1777

(1974).

中村書紀,伏木秀文,樋口隆昌 :シリンギルリグニ

ン生成における被子植物と裸子植物との代謝上の差

異

ポプラ,サクラの若板の切片組織によってフェル

ラ酸とシナプ酸がおのおの対応するアルデヒドおよ

びアルコールに還元された｡一万,7カマツ,イチ

ョウのような裸子植物では,フェルラ酸だけが還元

された｡さらに被子植物でも未分化組織やカルスの

ような脱分化組織ではシナプ酸の還元能力は著しく

低下していた｡

コニフェリルアルデヒド,シナプアルデヒドから

アルコールへの還元は,裸子 ･被子植物ともに認め

られた｡また両植物から得たパーオキシダーゼも類

似の性質を示した｡

シナプアルデヒドおよびシナピルアルコ-ルを裸

子植物組織に投与した場合,本来の存在量よりも多

量のシリンギル リグニンが生成した｡

(リグニン化学部門)

佐々木 光 :エポキシ樹脂による木材接着と破壊力

学,接着,18(4),172(1974).
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エポキシ樹脂系接着剤の硬化収縮の少ないこと,

界面における結合力の大きいこと,フレキシビリテ

ィを容易に,かつ多様に変化させうることなどほ,

木材接着の新しい可能性を多く生み出している｡こ

の綜説は,著者が最近行なった研究を中心に,エポ

キシ樹脂による種々のタイプの木材接着の強さにつ

いて最近発展の著しい破壊力学をもとに整理したも

のである｡その内容は,接着層がへき開力を受ける

場合に接着層のフレキシビリティーと厚さが破壊靭

性におよばす影響についての基礎研究と耐久性の検

討,梁の補強,木口接着-の応用性,接着層がせん

断応力を受ける場合の破壊条件の検討,複合応力下

での設計等である｡ (木質材料部門)

増田 稔,満久崇暦 ,山浦安春 :室内における熱放

射と居住性,木材工業,No.328,29(1974).

熱放射が人体に与える影響,特に,壁面材料の違

い,表面温度および放射方向 (背面,側面)による

影響を,顔面皮膚温度,発汗,人体の動き,作業能

率および被験者-のアンケートを通して観察し,堤

想的な放射暖房はどうあるべきか,について論じた

ものである｡ (木質材料部門)

C.NAM,T.MAKU,M.SAITO and T.KosHト

JIMA:GraftCopolymeriZiation ofMethyl

MethacrylateontoLignosulforLatebyH202-

Fe(II)Redox System.II.TheFactorsto

AcceleratetheGrafting andtheGrafting

Site,CelluloseChemistryandTechnology,8,

263(1974).

南 正院,満久崇麿,斉藤雅康,越島哲夫 :リグノ

スルホン酸塩とメタクリル酸メチルのレドックス開

始グラフト共重合Ⅱ,グラフト重合効率に関与する

因子およびグラフト重合位置

リグノスルホン酸とメタクリル酸メチルのグラフ

ト重合において,カチオンの存在がグラフト重合効

率に著しい影響をおよばすことを見出したので各種

カチオンの効果を評価し.さらにグラフト結合位置

について検討した｡

グラフト重合効率を高めるには2価のカチオン,

とくにアルカリ土類金属の2価カチオンが有効であ

った｡また,グラフト結合位置については,グラフ

第9号 (1975)

トポリマーをアルカリニトロベンゼン酸化および過

マンガン酸カリ酸化分解して得られる生成物を分離

定量した結果から, リグニンの ♪-ヒドロキシベン

ジル核のC-3位またはC-5位およびグアヤシル核

の C-5位であろうと考えた｡ (木質材料部門)

K.KoMATSU,H.SASAKlandT.MAKU:

Evaluation of Fracture Toughness for

Wood-Epoxy AdhesiveSystem underEx-

ternalShearForce, WoodResearch No.57,

10(1974).

小松幸平,佐々木 光,満久崇麿 :せん断外力下の

木材-エポキシ接着系の破壊靭性の評価

Gri托th-Irwinの破壊理論にもとずいて,せん断

外力下の木材-エポキシ接着系の破壊靭性 Gcをコ

ンプライアンス法で実験的に求めた｡接着層の長さ

や厚さにかかわりなく, Gcの値はほぼ 0.25cm･

kg/cm2の値であった｡この結果を有限要素法によ

る数値的な応力解析によって検討したところ,せん

断外力を与えたにもかかわらず,破壊の出発点の応

力モードはせん断と-き閲の両者の混合であって,

接着層が厚くなるとへき開モードが支配的になって

くることがわかった｡ (木質材料部門)

溝久巣鷹 :仏典の中の樹木一南方材新発見序説,林

業技術,No.392,ll(1974).

わが国に輸入されている南方材のうち古代インド

人の生活および仏教に関するものをピックアップし

て解説｡ (木質材料部ttEj)

満久崇麿 :最近の木材加工と接着 (鼎談),接着,

18(4),6(1974).

2×4工法と針葉樹合板,プレ-ブ住宅用建材と

モービルホーム,わが国および海外のパーティクル

ボ-ド,木質材料の難燃化,構造接着によるローコ

ストノ､ウス等についての解説｡ (木質材料部FltJ)

満久崇麿 :広葉樹の利用-その歴史の 1断面,山林,

No,1077,31(1974).

各国古典にあらわれる広葉樹の利用の歴史を建築,

仏像,木棺,家具,合板,あるいは什器類について

解説｡ (木質材料部門)
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